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1. 2026年5月期第3四半期の連結業績（2025年6月1日～2026年2月28日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年5月期第3四半期 11,120 △2.9 199 △42.5 173 △48.6 253 △3.4

2025年5月期第3四半期 11,447 10.3 346 88.7 337 85.3 262 396.2

（注）包括利益 2026年5月期第3四半期　　253百万円 （△5.8％） 2025年5月期第3四半期　　269百万円 （445.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2026年5月期第3四半期 33.63 ―

2025年5月期第3四半期 34.54 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2026年5月期第3四半期 6,121 2,592 42.1

2025年5月期 6,077 2,388 39.1

（参考）自己資本 2026年5月期第3四半期 2,579百万円 2025年5月期 2,374百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年5月期 ― 0.00 ― 8.00 8.00

2026年5月期 ― 0.00 ―

2026年5月期（予想） 9.00 9.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2026年 5月期の連結業績予想（2025年 6月 1日～2026年 5月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,700 △3.4 260 △38.8 230 △44.7 280 △12.8 37.07

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 1 社 （社名）
株式会社プライムダイレクト(
旧商号 株式会社PD)

、 除外 1 社 （社名） 株式会社プライムダイレクト

(注)詳細については、添付資料11ページ「２.四半期連結財務諸表及び注記(4)四半期連結財務諸表に関する注記事項(企業結合等関係)」をご覧ください。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注)詳細については、添付資料14ページ「２.四半期連結財務諸表及び注記(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項(四半期連結財務諸表の作成に特
有の会計処理の適用)」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年5月期3Q 8,308,000 株 2025年5月期 8,308,000 株

② 期末自己株式数 2026年5月期3Q 745,986 株 2025年5月期 770,476 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年5月期3Q 7,551,156 株 2025年5月期3Q 7,606,795 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　　　　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や堅調なインバウンド需要等により景

　　　気は緩やかな回復基調が見られるものの、地政学リスクを含む不安定な国際情勢や、資源価格及び原材料価格の継

　　　続的な高騰による物価上昇等により、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

　このような状況の下、当社グループはローリング方式による新たな中期経営計画である「IK WAY to 2028」を策

定し、引き続き①韓国コスメを柱としたK-Beautyのリーディングカンパニーを目指す。②ECでの売上シェアを全売

上の30％までシェアを高める。③ODMの取組を本格化し新たな収益の柱に成長させる。に取り組んでおります。

　商品面では、引続き戦略商品であります韓国コスメの拡販を図るため、新ブランドとなるPINKWONDERの展開を開

始し、ma:nyo(マニョ)とUIQ(ユイク)ではプロモーションを強化してまいりました。また、ECではECモールの販路

拡大としてAmazon新店舗やQoo10 Shop、TikTok Shopを開設し、海外販路ではドン・キホーテ社東南アジア店舗へ

食品などの販売を強化しております。

　人的資本の強化といたしましては、引続きWWP(ワーキングウーマンプロジェクト)を継続し、多様な働き方の推

進を図っております。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高11,120百万円（前年同四半期比2.9％減）、営業

利益199百万円（前年同四半期比42.5％減）、経常利益173百万円（前年同四半期48.6％減）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益はグループ組織再編の完了に伴い、繰延税金資産資産として法人税等調整額(益)230百万円を計上

いたしましたことから253百万円（前年同四半期比3.4％減）となりました。

　各セグメントの経営成績は次のとおりです。

＜ダイレクトマーケティング事業＞

　TVショッピングはストック型(定期購入型)商品の放映に絞り込んでいることから売上は減少を続けており、前年

同期比65.7％の減収となりました。WEBショッピングはTiktok shopを開設するなどでの施策を講じておりますが、

前年同期比6.9％減収いたしました。韓国コスメのSHOPルートでは、当第３四半期連結会計期間末での店舗数は３

店舗(前年同期は４店舗)となりましたことから、前年同期比16.4％減収いたしました。

　これらにより、当事業の売上高は2,223百万円（前年同期比26.9％減）となり、営業利益は20百万円（前年同期

比133.4％増)となりました。

＜セールスマーケティング事業＞

　売上高は、店舗ルートにおいて韓国コスメの売上拡販により前年同期と比較して21.2％増収いたしました。ま

た、生協ルートでは食品が増収したことから1.2％の増収になりました一方、通販ルートでは4.2％の減収となりま

した。

　これらにより当事業の売上高は8,895百万円（前年同期比5.9％増）となり、営業利益は698百万円（前年同期比

14.8％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末の流動資産につきましては、前連結会計年度末に比べ103百万円減少しました。

　主な流動資産の変動は、「現金及び預金」が136百万円増加したことと、「受取手形及び売掛金」が127百万

円、「商品及び製品」が170百万円、それぞれ減少したこととによります。

　当第３四半期連結会計期間末の固定資産につきましては、前連結会計年度末に比べ148百万円増加しました。

　主な固定資産の変動は、「投資その他の資産」が222百万円増加したことと、「無形固定資産」が57百万円減

少したことによります。

　この結果、当第３四半期連結会計期間末の総資産は6,121百万円となり、前連結会計年度末に比べ44百万円増

加しました。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末の流動負債につきましては、前連結会計年度末に比べ237百万円減少しました。

　主な流動負債の変動は、「短期借入金」が50百万円増加したことと、「未払金」が108百万円、「未払法人税

等」が100百万円、それぞれ減少したことによります。

　当第３四半期連結会計期間末の固定負債につきましては、前連結会計年度末に比べ76百万円増加しました。

　主な固定負債の変動は、「長期借入金」が72百万円増加したことによります。この結果、当第３四半期連結会

計期間末の負債は3,528百万円となり、前連結会計年度末に比べ160百万円減少しました。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末の純資産につきましては、2,592百万円となり、前連結会計年度末に比べ204百万
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円増加しました。

　主な純資産の変動は、「利益剰余金」が193百万円増加したことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2026年５月期の連結業績予想につきましては、2026年１月13日に修正公表いたしましたが、本日(2026年４月14

日)付で修正いたしました。詳細につきましては、「2026年５月期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参

照ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 474,101 610,613

受取手形及び売掛金 2,534,982 2,407,264

商品及び製品 1,972,792 1,802,082

原材料及び貯蔵品 18,486 21,645

その他 217,502 272,435

貸倒引当金 △839 △866

流動資産合計 5,217,025 5,113,175

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 84,822 65,287

土地 80,216 80,216

その他（純額） 35,338 38,434

有形固定資産合計 200,377 183,938

無形固定資産

のれん 36,332 23,743

その他 255,963 210,958

無形固定資産合計 292,296 234,701

投資その他の資産

その他 396,673 635,300

貸倒引当金 △29,372 △45,870

投資その他の資産合計 367,301 589,430

固定資産合計 859,974 1,008,070

資産合計 6,077,000 6,121,245

負債の部

流動負債

買掛金 792,707 777,279

短期借入金 100,000 150,000

１年内返済予定の長期借入金 575,844 564,339

未払金 475,771 366,961

未払法人税等 125,348 24,779

賞与引当金 46,760 29,292

その他 275,652 242,176

流動負債合計 2,392,083 2,154,828

固定負債

長期借入金 998,326 1,070,935

退職給付に係る負債 135,076 139,380

その他 163,512 163,512

固定負債合計 1,296,914 1,373,827

負債合計 3,688,997 3,528,655

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 620,949 620,949

資本剰余金 679,593 681,635

利益剰余金 1,354,965 1,548,584

自己株式 △280,951 △272,025

株主資本合計 2,374,556 2,579,144

新株予約権 13,445 13,445

純資産合計 2,388,002 2,592,590

負債純資産合計 6,077,000 6,121,245
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年６月１日
　至　2025年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年６月１日

　至　2026年２月28日)

売上高 11,447,451 11,120,934

売上原価 6,783,101 6,933,655

売上総利益 4,664,350 4,187,278

販売費及び一般管理費 4,318,105 3,988,071

営業利益 346,244 199,206

営業外収益

受取利息 664 2,354

為替差益 300 －

新株予約権戻入益 1,081 －

受取保証金 － 4,346

その他 1,663 1,269

営業外収益合計 3,709 7,969

営業外費用

支払利息 11,044 16,170

貸倒引当金繰入額 2 16,493

為替差損 － 1,246

その他 1,494 －

営業外費用合計 12,541 33,909

経常利益 337,413 173,266

特別利益

訴訟関連損失戻入額 15,103 －

関係会社株式売却益 93,358 －

特別利益合計 108,462 －

特別損失

減損損失 － 14,621

関係会社株式評価損 － 24,428

特別損失合計 － 39,050

税金等調整前四半期純利益 445,875 134,216

法人税等 183,106 △119,703

四半期純利益 262,769 253,919

親会社株主に帰属する四半期純利益 262,769 253,919

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年６月１日
　至　2025年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年６月１日

　至　2026年２月28日)

四半期純利益 262,769 253,919

その他の包括利益

為替換算調整勘定 6,629 －

その他の包括利益合計 6,629 －

四半期包括利益 269,399 253,919

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 269,399 253,919

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　　　該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自  2024年６月１日

至  2025年２月28日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2025年６月１日

至  2026年２月28日）

　減価償却費 93,430千円 81,920千円

　のれんの償却額 19,387千円 12,589千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

        当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

　　　期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は次の

　　　とおりであります。
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(単位：千円)

報告セグメント

調整額(注)1
四半期連結損益計

算書計上額(注)2
ダイレクトマ

ーケティング

事業

セールスマー

ケティング事

業

計

売上高

ＴＶ 855,883 － 855,883 － 855,883

ＥＣ 1,082,303 － 1,082,303 － 1,082,303

ＳＨＯＰ 1,103,607 － 1,103,607 － 1,103,607

生協・通販 － 6,164,775 6,164,775 － 6,164,775

店舗 － 2,236,748 2,236,748 － 2,236,748

海外 － 2,294 2,294 － 2,294

その他 － － － 1,840 1,840

顧客との契約から生じる

収益
3,041,793 8,403,818 11,445,611 1,840 11,447,451

外部顧客への売上高 3,041,793 8,403,818 11,445,611 1,840 11,447,451

セグメント間の内部売上

高又は振替高
613,892 225,815 839,708 △839,708 －

計 3,655,685 8,629,633 12,285,319 △837,868 11,447,451

セグメント利益 8,807 820,569 829,377 △483,132 346,244

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2024年６月１日　至2025年２月28日）

　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益の調整額△483,132千円は、主に各報告セグメントに配分していない持株会社運営に係る

　　　　 全社費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(単位：千円)

報告セグメント

調整額(注)1
四半期連結損益計

算書計上額(注)2
ダイレクトマ

ーケティング

事業

セールスマー

ケティング事

業

計

売上高

ＴＶ 293,230 － 293,230 － 293,230

ＥＣ 1,008,012 － 1,008,012 － 1,008,012

ＳＨＯＰ 922,609 － 922,609 － 922,609

生協・通販 － 6,156,909 6,156,909 － 6,156,909

店舗 － 2,711,699 2,711,699 － 2,711,699

海外 － 27,303 27,303 － 27,303

その他 － － － 1,170 1,170

顧客との契約から生じる

収益
2,223,852 8,895,911 11,119,764 1,170 11,120,934

外部顧客への売上高 2,223,852 8,895,911 11,119,764 1,170 11,120,934

セグメント間の内部売上

高又は振替高
942,862 110,812 1,053,675 △1,053,675 －

計 3,166,715 9,006,724 12,173,439 △1,052,505 11,120,934

セグメント利益 20,556 698,747 719,304 △520,097 199,206

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2025年６月１日　至2026年２月28日）

　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益の調整額△520,097千円は、主に各報告セグメントに配分していない持株会社運営に係る

　　　　 全社費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（企業結合等関係）

（グループ組織再編(連結子会社間の吸収合併及び連結子会社と新たに設立する完全子会社間の吸収分割)

　及び特定子会社の異動）

　当社は、2025年12月９日開催の取締役会において、2026年２月１日を効力発生日として、当社100％出資子会社

である株式会社アイケイ（本社：名古屋市中村区　以下、「アイケイ」という。）を存続会社、同じく当社100％

子会社である株式会社プライムダイレクト（本社：名古屋市中村区　以下、「プライムダイレクト」という。）

を消滅会社として吸収合併（以下、「本吸収合併」という。）し、その効力発生を条件として同日に吸収合併に

よりアイケイに移転したストック型事業を新たに設立する当社100％子会社となる株式会社ＰＤ（ピーディー）

（本社：名古屋市中村区　以下、「ＰＤ」という。）に承継（以下、「本吸収分割」という。また、「本吸収合

併」と「本吸収分割」をあわせて「本組織再編」という。）することを決議いたしました。

　また、本吸収合併に伴い消滅するプライムダイレクトは特定子会社に該当しております。

１．本組織再編の目的

　当社グループは、2022年12月に持株会社体制に移行し、経営における意思決定のスピードアップ、柔軟な戦略

策定、経営資源の最適配分、監督と執行の機能分離と権限委譲を進め、新規事業や経営人材の創出を進めること

でグループの企業価値最大化を目指しております。中期経営計画「IK Way to 2028」において掲げる「赤字事業

の撤退・体質改善」を図ることが喫緊の課題であります。特にプライムダイレクトにおいては、コロナ禍明け後

に生じた消費者の嗜好の変化により、ＴＶショッピング需要の中心をこれまで担ってきた売切り型の雑貨類商品

は、小売から卸売への転換期に入っております。また、長期的な観点からはダイレクトマーケティング領域にお

いてもTVからEC購入による転換が進むことが想定される中、売切り型の雑貨類商品からストック型の食品類商品

等への転換等を徐々に図るとともに、雑貨類商品は小売から卸売への転換も併せて進めてまいりました。今般、

当社グループの事業ポートフォリオマネジメントの一環として、アイケイにプライムダイレクトを吸収合併する

ことで、プライムダイレクトの売切り型雑貨類商品の卸売事業が、全国の生活協同組合・通信販売各社・ＴＶシ

ョッピング会社・ドラッグストア・海外への輸出等の有力な卸売販路を持ち、当社グループの収益基盤として卸

売事業を展開するアイケイの中で、大きく成長できるものと考えております。

　また、本吸収合併の効力が生じることを条件として、本吸収合併と同時に、アイケイに移転したストック型商

品の販売事業を新たに設立するＰＤに承継させる会社分割を行い、将来性が見込めるストック型事業の基幹会社

とすることで新たなグループミッションを与え、当社グループの収益拡大を図ってまいります。

具体的には、本組織再編により、以下のようなシナジー効果の創出を想定しております。

（１）本吸収合併について

　　①　商品特性に合った販路（お客様）に対して、吸収合併により加わった商材と人材を活用し、企画提案力

の向上が図れる

②　プライムダイレクトの保有する雑貨ブランドである、「メディフィール」・「エコカ」の拡大戦略を描

　　くことが出来る

③　両社の雑貨商品開発ノウハウを共有することにより、開発品のジャンル幅が広がる

④　プライムダイレクトと太いパイプがある海外の協力工場で、ヒット商品の大量生産が可能となる

（２）本会社分割について

　　①　健全な財務体質の中で、ストック型事業に経営資源を投入し成長を目指すことができる

　　②　売切り型事業とストック型事業とは、販路・商品特性・ビジネスモデルなどが大きく異なるため、スト

　　　　ック型事業を分離することで、社内的な業務混乱を避けることが出来る

③　従業員の雇用維持と心機一転したモチベーションで、ベンチャービジネスとして、大きく事業を飛躍さ

　　せるステージが整う

④　お客様を、CRM（顧客管理システム）戦略により一元管理でき、コスト削減につながる

⑤　ストック型事業に必要なリソースを切り出して統合することで、ストック型事業機能が活用しやすくな

　　り、ビジネスの進化するスピードが増す

- 11 -

株式会社ＩＫホールディングス(2722) 2026年５月期 第３四半期決算短信



取締役会決議日

（当社、アイケイ、プライムダイレクト）
2025年12月９日

契約締結日 2025年12月15日

効力発生日 2026年２月１日

項目 存続会社 消滅会社

名称 株式会社アイケイ 株式会社プライムダイレクト

所在地 名古屋市中村区上米野町四丁目20番地 名古屋市中村区上米野町四丁目20番地

代表者の役職・氏名 代表取締役社長　中島靖隆 代表取締役社長　森下英則

事業内容 卸売事業等 TV・WEBショッピング事業等

資本金 10百万円 70百万円

設立年月日 2022年７月１日 2014年７月28日

発行済み株式数 101株 1,400株

決算期 ５月31日 ５月31日

大株主および持株比率 株式会社IKホールディングス　100％ 株式会社IKホールディングス　100％

取締役会決議日　（当社、アイケイ） 2025年12月９日

取締役決定日　　（ＰＤ） 2025年12月12日

吸収分割契約締結日 2025年12月15日

効力発生日 2026年２月１日

２．本吸収合併について

（１）本吸収合併の要旨

①  本吸収合併の日程

②  本吸収合併の方式

　　　　アイケイを存続会社、プライムダイレクトを消滅会社とする吸収合併の方式。

③　本吸収合併に係る割当ての内容

　　　　　　　当社の連結子会社(100％子会社)間の組織再編であることから、本吸収合併による新株式の発行、資本金

　　　　　　の増加及び合併交付金、その他一切の対価の交付はありません。

④  本吸収合併に伴う新株予約権および新株予約権付社債に関する取扱い

　　　　該当事項はありません。

（２）本吸収合併の当事会社の概要

３．本会社分割について

（１）本会社分割の要旨

①　本会社分割の日程

②  本会社分割の方式

アイケイを吸収分割会社とし、ＰＤを吸収分割承継会社とする吸収分割です。

 ③　本会社分割に係る割り当ての内容

　　　　　当社の100％子会社間の組織再編であることから、本吸収分割に係る株式その他の財産の割当はありません。
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項目 承継会社 分割会社

① 名称 株式会社ＰＤ 株式会社アイケイ

② 所在地 名古屋市中村区上米野町四丁目20番
地

名古屋市中村区上米野町四丁目20番
地

③ 代表者の役職・氏名 代表取締役社長　森下英則 代表取締役社長　中島靖隆

④ 事業内容 WEBショッピング事業等 卸売事業等

⑤ 資本金 10百万円 10百万円

設立年月日 2025年12月12日 2022年７月１日

発行済み株式数 100株 101株

決算期 ５月31日 ５月31日

大株主および持株比率 株式会社IKホールディングス　100％ 株式会社IKホールディングス　100％

変更前 変更後

株式会社ＰＤ 株式会社プライムダイレクト

④　本会社分割に伴う新株予約権および新株予約権付社債に関する取扱い

　　該当事項はありません。

⑤　本会社分割により増減する資本金

　　 本会社分割による資本金の増減はありません。

　 ⑥　承継会社が承継する権利義務

　　　　　ＰＤは効力発生日における、分割会社であるアイケイのストック型事業に関する資産、債務、契約その他の権

利義務を吸収分割契約書に定める範囲において承継します。

⑦　債務履行の見込み

　　　　　本会社分割において、承継会社であるＰＤが負担すべき債務については、履行の見込みに問題がないものと判

断しております。

（２）本会社分割の当事会社の概要

（３）会社分割後の状況

　　　　　　本会社分割の当事会社の所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金、及び決算期に変更はありませ

　　　　　　ん。

アイケイの商号については変更ありませんが、ＰＤの商号については、以下のとおり変更します。

４．実施予定の会計処理の概要

　　　　　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分

離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 2019年１月16日）に基づき、共通支配下の

取引として会計処理をいたします。
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（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を利用する方法によっております。
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